
　

こ
と
し
１
月
１
日
に
能
登

半
島
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
6
の
大
地
震
が

発
生
し
、
石
川
県
に
い
た
私
は

大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
復
旧
は
徐
々
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
被
災
地
の
方
々
は
今

も
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
直
後
は
、
救
命
救

急
を
は
じ
め
と
し
た
急
性
期
の

診
療
が
優
先
さ
れ
、
慢
性
疾
患

の
診
療
は
後
に
な
り
ま
す
。
病

院
や
薬
局
も
、
被
災
し
た
場
合

は
一
時
的
に
薬
の
備
蓄
が
不
足

し
ま
す
。
過
去
の
災
害
で
は
、

停
電
や
建
物
の
倒
壊
で
処
方
歴

が
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
備
え
、
自
宅
に
普

段
内
服
し
て
い
る
薬
を
１
週
間

分
程
度
用
意
し
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
お
薬
手
帳
や
ス
マ
ホ

の
ア
プ
リ
な
ど
に
普
段
内
服
し

て
い
る
薬
の
内
容
や
副
作
用
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
薬
な
ど
を
記
載
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
お
薬
手

帳
な
ど
が
あ
れ
ば
、
同
じ
薬
が

な
い
場
合
で
も
類
似
の
薬
を
処

方
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
料
や
水
、
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
の
備
蓄
と
同
じ
よ
う
に
、
常

用
薬
の
備
蓄
も
お
す
す
め
し
ま

す
。

45 広報えびな2024年4月15日号広報えびな2024年4月15日号

　

市
は
こ
れ
ま
で
、「
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
」の
用
途
変
更
、「
勝

瀬
保
育
園
」の
民
営
化
な
ど
、

人
口
動
向
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
対
応
し
た
改
修
・
再
編
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、改

定
後
の
計
画
を
基

に
、施
設
の
再
編
・

適
正
化
に
取
り
組

み
、
安
全
安
心
で

持
続
可
能
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え

常
用
薬
の
備
蓄
の

す
す
め

つげの木内科クリニック
佐藤大輔

「
海
老
名
市
公
共
施
設
再
編（
適
正
化
）

 

計
画
」を
改
定

　
公
共
施
設
を
安
全
安
心
で
魅
力
あ
る
資
産
と
し
て
将
来
へ

引
き
継
ぐ
た
め
、2
0
1
7
年
に
策
定
し
た「
海
老
名
市
公

共
施
設
再
編（
適
正
化
）計
画
」を
こ
と
し
２
月
に
改
定
し
ま

し
た
。
８
月
に
は
施
設
ご
と
の
方
針
を
示
し
た「
個
別
施
設

計
画
」を
改
定
予
定
で
す
。

コ
ス
ト
削
減
と
財
源
確
保
で
将
来
の

維
持
費
用
を
軽
減

　
現
在
保
有
す
る
公
共
施
設
全
て
を
40
年
間
維
持
す
る
場
合
、２
１
６
４
億

円
の
必
要
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
と
新
た
な
財
源
確
保
を
検
討
し
、将
来
の
維
持
費
用
を
軽
減
し
ま
す

（
グ
ラ
フ
2
）。

市
民
の
意
見
を
反
映

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
、市
議
会

特
別
委
員
会
で
計
画
内
容
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

「
公
共
施
設
に
か
け
る
コ
ス
ト
を
減
ら
す
」趣
旨
の
回
答
が

３
分
の
２
を
占
め
ま
し
た（
グ
ラ
フ
1
）。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
コ
ス
ト
に
対
し「
世
代
間
の
公
平
を
考
慮
す
る
」、特
別
委

員
会
で
は「
防
災
の
視
点
を
さ
ら
に
手
厚
く
す
る
」な
ど
の
意

見
が
あ
り
、計
画
に
反
映
し
ま
し
た
。

公共施設再編・適正化の取り組み
安全安心で魅力ある資産を将来へ

　
地
震
発
生
時
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
時
の
対
策
と
し
て
、保
存
水
や
ト
イ
レ

袋
な
ど
の
非
常
用
品
が
入
っ
た
防
災
チ
ェ
ア
の
設
置
を

支
援
し
ま
す
。
詳
細
は
、危
機
管
理
課

へ
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
負
担
金
】１
台
３
万
円

対
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど

申
申
込
用
紙
を
直
接
危
機
管
理
課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
可
。
用
紙
は
同
課
で
配
布
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
防
災
チ
ェ
ア

設
置
を
支
援

問
危
機
管
理
課 

☎（
２
３
５
）４
５
０
１

　市は、市庁舎をはじめ、学校やコミセンなど、１１１の公共施設を保有しています。約７割は建設から30年以上が
経過し、老朽化対策は喫緊の課題です。将来的な人口減少に備え、施設を適切に維持するためのコストと財源の
バランスを再検討しました。今後40年間を見据えた再編・適正化の取り組みを始めます。

問営繕課 （235）8451

持
続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、海
老
名
市

医
師
会
が
健
康
を
テ
ー
マ
に
し

た
情
報
を
提
供
し
ま
す
。次
回

は
７
月
15
日
号
に
掲
載
予
定
。

改修前

【老朽化した施設の改修例】
柏ケ谷中学校外装

改修後

公共施設にかけるコ
ストを維持し、他の行
政サービスを減らす

15.8％

公共施設にかける
コストは減らすが、
他の行政サービス
は現状を維持する

50.4％

公共施設にかける
コストも、他の行政
サービスのコスト
も減らす

16.0％

住民負担や借金
を増やしてでも、
公共施設を現状
のまま維持する

5.1％

その他
6.5％

無回答
6.2％

〈グラフ1〉今後の公共施設のあり方

〈グラフ2〉将来の維持費用削減イメージ

「
柏
ケ
谷
地
区
全
域
」と「
市
役
所
周
辺
地
区
」で

住
居
表
示
を
実
施

　
９
月
30
日
か
ら
、「
柏
ケ
谷
地
区
全
域
」と「
市
役
所
周
辺
地

区
」で
住
居
表
示
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、海
老
名
警
察
署
の

住
所
表
記（
下
記
）が
変
わ
り
ま
す
。
市
役
所
と
消
防
署
本
署
の
住

所
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
住
居
表
示
は
建
物
ご
と
に
番
号
を
付
け
、住
所
を
分
か
り
や
す

く
表
示
す
る
制
度
で
す
。「
消
防
や
救
急
な
ど
の
緊
急
車
両
が
よ

り
早
く
目
的
地
に
着
く
こ
と
が
で
き
る
」「
郵
便
物
な
ど
の
誤
配
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」な
ど
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
実
施
区
域
や
町
名
な
ど
の
詳
細
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
ま
ち
づ
く
り
課 

☎（
２
３
５
）９
６
０
６

海老名警察署住所
【住居表示前】
大谷２番地の１

【新住所（９月30日以降）】
中央五丁目5番1号

2,164億円40年間の
見込み額

見直し後
の金額

1,609億円

長寿命化による減額　555億円

1,050億円

あんしん基金を充当 105億円

再編・適正化による減額 221億円

1,388億円

国庫補助金を充当 233億円

1,155億円

施設使用料などを充当 26億円

924億円

市有地売却による充当 100億円

950億円

案内ページ

案内ページ




